平成24年第１回奥多摩町議会定例会予算特別委員会会議録
１　平成24年３月15日午前10時00分、第１回奥多摩町議会定例会予算特別委員会が奥多摩町議会議場に招集された。

２　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君
第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君
３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　大野　　尚君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　村木　義雄君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　加藤　一美君

　　　　企画財政課主幹　清水　信行君　　総務課長　原島　　肇君
　　　　住　民　課　長　浜野　武雄君　　福祉保健課長　若菜　伸一君
　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　宮田　昭治君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君
　　　　病院事務長　川村　文雄君
　　　　

平成24年第１回奥多摩町議会定例会
予算特別委員会議事日程[第２日]
平成２４年 ３月１５日
午前10時00分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　果

	１
	――
	委員長開会・開議宣告
	――

	２
	議案第19号
	平成24年度奥多摩町一般会計予算
	

	３
	議案第20号
	平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算
	

	４
	議案第21号
	平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計予算
	

	５
	議案第22号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算
	

	６
	議案第23号
	平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算
	

	７
	議案第24号
	平成24年度奥多摩町介護保険特別会計予算
	

	８
	議案第25号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計予算
	

	９
	議案第26号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午後１時29分　散会）
午前10時00分　開議

○委員長（師岡　伸公君）　皆さんおはようございます。これより予算特別委員会を再開いたします。

　直ちに本日の会議を開きます。

　本日の出席委員は11名です。

　本日の日程はお手元に配付のとおりであります。

　本日は、まず日程第３　議案第20号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算以降の議案について、所管課長から説明を求めます。

　初めに、議案第20号及び議案第21号については、所管課が同一ですので一括して説明を求めます。観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、議案第20号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計予算につきましてご説明いたします。

　この特別会計は、東京都からの委託金と森の家使用料、いわゆる宿泊料を基本として、奥多摩都民の森を運営するために必要な事業費を計上している予算でございます。

　６ページをお願いします。歳入でございます。

　森の家使用料としまして403万円を計上するもので、森の家使用の実績により勘案しております。

　次の一般会計繰入金の6,396万2,000円につきましては前年同額を、次の預金利子の6,000円につきましては、預金利率を勘案して、雑入の1,000円につきましては前年と同額の計上でございます。

　次のみどり体験交流事業受託収入でございますが、受託期間３年を上限とする決まりにより終了となるため、廃目とするものでございます。

　次の繰越金の1,000円につきましては、平成23年度決算分を繰り入れするための科目措置でございます。

　次のページをお願いします。歳出でございます。

　一般管理費でございますが、職員３名分の人件費が主なもので、前年度比16万5,000の増額につきましては、賃金の増額に伴うものでございます。

　８ページをお願いします。事業費でございますが、前年度比103万4,000円の減額となっております。役務費で組んでおりましたごみ処理経費を委託料に組み替えるとともに、事業の性質から７ページの賃金に対象額を組み直したことなどによるものでございます。

　10ページをお願いいたします。みどり体験交流事業でございますが、歳入でご説明しました理由により、廃目でございます。

　次の予備費でございますが、予算調整を踏まえて計上したものでございます。

　次のページをお願いします。給与費明細書でございますが、職員数は３名で変わりません。総括の比較のとおり、給料で15万3,000円、職員手当で52万7,000円をそれぞれ減額し、共済費は９万9,000円を増額して、合計で前年度比58万1,000円の減額となります。

　なお、職員手当の内訳につきましては下段のとおりでございます。

　12ページから17ページに、給与及び職員手当の明細がございますので、参考にごらんください。

　以上で、議案第20号の説明を終わらせていただきます。

　続きまして、議案第21号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計につきましてご説明いたします。

　この特別会計は、東京都からの委託金と野営場使用料、キャンプ場の売店収入やクラフト教室の体験料などにより、山のふるさと村を運営するために必要な事業費を計上している予算でございます。

　６ページをお願いいたします。歳入でございます。

　野営場使用料でございますが、1,940万円を計上するもので、ケビンの４人用が12部屋、８人用が４棟及びテントサイトの使用料など前年同額を計上しております。

　次の一般会計繰入金の１億3,650万円、次の預金利子の３万3,000円、雑入の116万6,000円、実費徴収金の390万円につきましても、前年同額を計上するものでございます。

　次の繰越金の1,000円でございますが、平成23年度決算分を繰り入れるため科目措置を行うものでございます。

　次のページをお願いします。歳出でございます。

　一般会計管理費でございますが、職員３名分の人件費で、前年度比886万6,000円の減額につきましては、職員１名の減員と給与改定によるものでございます。

　８ページをお願いいたします。利用管理費でございますが、前年度比887万1,000円の増額でございます。

　増額の理由でございますが、前ページでご説明しましたように、職員が１名減員されることに伴い利用管理費が増加するもので、賃金が臨時職員の増加により170万円の増に、需要費が消耗品費と修繕費の増額により219万4,000円の増に、委託料が嘱託職員の増加と保守点検料の増額により452万9,000円の増となるものでございます。

　10ページをお願いいたします。予備費でございますが、予算調整を踏まえて計上してございます。

　次のページをお願いいたします。給与費明細書でございますが、職員数は３名で前年度より１名減となり、３行目の比較欄のとおり、給料で399万2,000円、職員手当で378万4,000円、共済費で109万円の合計886万6,000円の減額となります。

　なお、職員手当の内訳につきましては、下段に記載のとおりでございます。

　12ページから17ページに、給料及び職員手当の明細がございますので、参考としてごらんください。

　以上で、議案第21号の説明を終わらせていただきます。

○委員長（師岡　伸公君）　以上で、議案第20号及び議案第21号の説明は終わりました。

　次に、議案第22号、議案第23号及び議案第24号、以上の３件については関連がありますので一括して説明を求めます。福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　それでは、初めに議案第22号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計予算についてご説明をいたします。

　８ページをお開きください。歳入でございます。

　国民健康保険事業につきましては、去る12月16日、議員皆様に事業の概要をご説明したとおりでございます。国民健康保険税は、保険給付事業の根幹を成す財源でございます。

　一般被保険者国民健康保険税は１億519万2,000円、次の退職被保険者等国民健康保険税は1,101万7,000円で、ともに後期高齢者支援金分と介護納付金分については、平成24年度の保険料改定による増を見込んでおりますが、節の最上段、医療給付費現年課税分は、景気の低迷等の影響による所得の伸び悩み、年金等低所得者による軽減世帯の増加、また、勤労世帯の転出等に伴う被保険者の減などの影響によりまして、前年度比で4.7％の減額見込みをしていることから、税収全体では大きな伸びはなく、歳出でご説明する総給付費に占める割合も17.7％にとどまり、依然として大変厳しい財政運営の状況が続いております。

　次の国庫支出金、療養給付費等負担金１億5,490万3,000円は、前年に比べ大きく減となっておりますけれども、主な理由は、前期高齢者交付金が前年に比較し１億500万円近く増額したことによるもので、次の高額医療費共同事業負担金466万円、特定健康診査等負担金65万1,000円は、いずれも前年同様に見込むものです。

　９ページをお開きください。国庫補助金の調整交付金4,100万円、次の出産育児一時金補助金は、ともに前年同様に見込むものです。

　次の療養給付費負担金3,840万1,000円は、社会保険診療報酬支払基金からの通知によるものです。

　次の前期高齢者交付金は、平成20年４月から新たな高齢者医療制度の創設に伴い、65歳以上74歳未満の前期高齢者の偏在を保険者間で調整する制度として創設をされたもので、前年度に比べ１億472万1,000円の増額を通知により見込むものです。

　次の都支出金、都補助金2,800万円及び次の財政調整交付金3,000万円も、前年同様に見込むものです。

　10ページをごらんください。次の高額医療費共同事業負担金466万円、次の特定健康診査等負担金65万1,000円は実績見込みでございます。

　次の高額医療費共同事業交付金2,521万5,000円、次の保険財政共同安定化事業交付金8,790万4,000円も、それぞれ通知見込みでございます。

　なお、内容につきましては歳出でご説明いたします。

　次の利子及び配当金は、基金積立金の利子分を見込むものです。

　次の一般会計繰入金8,212万円は、前年度に比べ3,600万8,000円を減額するもので、保険基盤安定繰入金は保険税軽減分として、市町村国保の保険料軽減額に対するもの、また、保険者支援分は、対象となった一般被保険者数に対するもので、いずれも保険料の一定割合を市町村の一般会計から繰り入れるものです。

　11ページをお開きください。出産育児一時金繰入金は80万円、次の財政安定化支援事業繰入金644万円も一般会計から繰り入れるもので、以上は、いずれも法定繰入金として地方交付税で措置されるものでございますけれども、次のその他一般会計繰入金6,000万円は、赤字補てんを行うためのもので、法定外繰入金として一般会計で町が補てんをするもので、前年度に比べ4,000万円の減額を見込むものです。

　この減額の理由につきましては、主に前期高齢者交付金の増額交付によるものです。

　次の繰入金から12ページの諸収入までは、それぞれ科目存置等、前年同様に見込むものです。

　13ページをお開きください。歳出となります。

　総務費の一般管理費131万2,000円は、補修委託料を始め国保事業に要する一般事務費を、また、次の運営協議会費及び連合会負担金と14ページの徴税総務費まで例年同様に見込み、次の保険給付費の一般被保険者療養給付費５億1,936万3,000円は、近年の療養給付費の伸びにかんがみ、前年度に対し2,273万7,000円、4.6％の増を見込むものです。

　15ページをお開きください。退職被保険者等療養給付費4,000万円も、実績等に基づき前年度に比べ1,000万円の増を見込むものです。

　次の一般被保険者療養給付費、次の退職被保険者等療養費、次の審査支払手数料までは、いずれも前年実績見込みでございます。

　次の高額療養費は16ページをごらんください。一般被保険者高額療養費、次の退職被保険者等高額療養費は、病院などの窓口で支払う医療費を一定額以下にとどめる目的で支給される制度で、１カ月間に同一の医療機関でかかった費用を単位世帯で合算し、自己負担限度額を超えた分について高額療養費として支給するもので、それぞれ実績見込みでございます。

　次の一般被保険者高額介護合算療養費、次の退職被保険者等高額介護合算療養費は、医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者がいる場合、医療保険と介護保険の両方の年額の自己負担額を合算いたしまして、一定の限度額を超えたときは、その超えた分につきまして支給されるという制度で、実績見込みによるものです。

　次の移送費につきましては、一般被保険者移送費、及び17ページをお開きいただき、退職被保険者等移送費、ともに前年同様に見込むものです。

　次の出産育児一時金126万円は、平成21年10月から、38万円から42万円に引き上げられており、３名分を見込み、次の支払手数料もそれぞれ実績見込みでございます。

　次の葬祭費は、前年度に比べ20万円の増で、１件当たり５万円、４件増の24件分を見込んでおります。

　18ページをごらんください。次の一般被保険者及び次の退職被保険者結核・精神医療給付費は、いずれも昨年と同額を見込んでおります。

　次の後期高齢者支援金9,007万1,000円は、後期高齢者医療制度の75歳未満の方の支援金分について、国保被保険者分を一括して納めるもので、国保連合会の通知によるものです。

　19ページをお開きください。前期高齢者納付金から老人保健事務費拠出金までは、いずれも例年同様に見込むものです。

　20ページをごらんください。次の介護納付金4,157万3,000円は、介護保険事業で、40歳から75歳未満の第２号被保険者の保険料額を国保の被保険者負担分として、保険者が一括納付するものでございます。

　次の高額医療費共同事業拠出金は1,864万1,000円、国保を運営する市町村のうち小規模保険者の運営基盤の安定化を図るため、市町村からの拠出金、国及び都道府県からの負担金、保険料、それぞれ４分の１ずつを財源といたしまして、80万円以上の高額な医療について、都道府県単位で費用負担の調整を図るものです。

　次の保険財政共同安定化事業拠出金6,958万3,000円は、都道府県内の市町村国保間の保険料の平準化、財政の安定化を図るため、30万円を超えた医療費に係る給付費のすべてについて、市町村からの拠出金により都道府県単位で費用負担の調整を図るもので、それぞれ東京都国保連合会からの通知によるものです。

　21ページをごらんください。次の保健事業費、特定健康診査等事業費597万8,000円は、委託料で、新たに特定健康診査実施計画策定委託料96万6,000円見込み、その他特定保健指導等に係る委託料を例年同様に見込むものです。

　この特定健康診査は、40歳から74歳までの被保険者を対象として、内臓脂肪型肥満に着目した検査項目での健康診査を行うもので、一般的には、メタボ健診と言われているものでございます。

　22ページをごらんください。保健衛生普及費から24ページの予備費までは、例年同様に見込むものです。

　以上で、議案第22号の説明を終わります。

　次に、議案第23号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計予算について説明をいたします。

　後期高齢者医療制度の運営は、保険料の徴収、窓口の受付などの事務は町で行い、給付の決定などの財政運営につきましては、町が加入をしております東京都後期高齢者医療広域連合が行っております。

　広域連合では、保険料を２年ごとに見直しておりますけれども、両立算定基礎数値等につきましては、平成22年度と23年度の実績から、平成24年度、25年度の１人当たりの給付費の伸びを3.1％と見込み、予算につきましては、広域連合が積算した資料に基づき計上したものです。

　それでは６ページをお開きください。歳入となります。

　後期高齢者医療保険料6,460万2,000円は、平成24年度の改定によりまして、平均で10.3％上昇改定されておりますが、実際には、当町では軽減対象者が多数いるため、額につきましては、広域連合の資料によりまして6.1％の伸びを見込んでございます。

　次の一般会計繰入金１億2,971万4,000円は、療養給付費繰入金から葬祭費繰入金まで、それぞれ広域連合の積算により見込んでおります。

　次の繰越金は、平成23年度からの科目存置となります。

　７ページをお開きください。諸収入の延滞金から、中ほどの預金利子までは例年同様に見込み、次の健康診査受託収入142万8,000円、葬祭費支給事業受託金575万円は、それぞれ広域連合からの通知によるものです。

　諸収入の雑入には科目存置です。

　９ページをお開きください。歳出となります。

　総務費の一般管理費466万4,000円は、主に委託料と使用料で、市町村システム保守点検料を始め、新たに広域連合窓口端末保守点検委託料と後期高齢者医療保険料、当初決定通知書作成業務委託料63万4,000円を、使用料及び賃借料でも新たに市町村システム機器賃借料240万円をそれぞれ見込むものです。

　次の総務費の徴収費は、実績見込みでございます。

　10ページをごらんください。次の広域連合分賦金１億8,574万7,000円は、10ページの説明欄の事務費負担金から葬祭費支給事業負担金365万円まで、それぞれ東京都広域連合の積算により見込むものですが、保険料軽減措置負担金及び葬祭費支給事業負担金は、本議会初日にご決定をいただきました広域連合の規約の一部改正に伴い、保険料軽減措置のため町から支出するものです。

　次の保健事業費の健康診査費384万円は、広域連合からの受託事業として行う75歳以上の健康診査費でございます。

　次の葬祭費55万円は、１件５万円で11件分を見込むものです。

　11ページをお開きください。保険料還付金から一般会計繰出金まで、昨年同様に見込むものです。

　次の予備費は財源調整です。

　以上で、議案第23号の説明を終わります。

　次に、議案第24号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計予算についてご説明いたします。

　８ページをお開きください。歳入でございます。

　65歳以上の第１号被保険者保険料１億3,842万6,000円は、介護給付費の20％を賄うためのもので、前年度に比べ3,633万1,000円の増額につきましては、平成24年度からの保険料改定分を見込むものでございます。

　次の認定審査会負担金は前年と同様に見込み、次の国庫支出金介護給付費負担金１億1,505万8,000円は、町特別給付費を除く保険給付費に対する国の負担分を規定により見込むものです。

　次の調整交付金5,369万9,000円及び次の地域支援事業交付金も、それぞれ実績により国負担分を見込むものです。

　９ページをお開きください。次の支払基金交付金、介護給付費交付金２億93万8,000円及び地域支援事業支援交付金は、介護給付費に対する社会保険診療報酬支払基金が、市町村国保を始め各保険者からの保険給付費として徴収した40歳から64歳までの第２号被保険者の介護保険料として、給付費の30％分を受け入れるものでございます。

　次の都支出金介護給付費負担金１億1,013万2,000円は、町特別給付費を除く介護給付費に対する東京都の負担分として見込むものです。

　次の都補助金、地域支援事業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）及び、10ページの地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）は、都の負担分を規定によりそれぞれ見込むものです。

　次の利子及び配当金は、科目存置です。

　次の繰入金、介護給付費繰入金8,661万2,000円から、地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）233万9,000円も、規定により見込むものです。

　次の、その他一般会計繰入金1,151万7,000円は、前年度に比較し3,872万3,000円の大幅な減となっておりますが、職員４名分の人件費等を、国民健康保険特別会計と同様に、一般会計へ組み替えて計上したことによる減でございます。

　11ページをお開きください。その他地域支援事業繰入金1,074万3,000円は、介護予防ケアマネジメント事業等に要するものです。

　次の繰入金、介護給付費準備基金繰入金から、諸収入の雑入までは、それぞれ科目存置です。

　次の使用料349万6,000円は、説明欄の要支援者を対象に新たに開始する総合事業配食サービス事業利用者負担金を始め、各種介護予防事業の利用者負担金を見込むものです。

　12ページをごらんください。次の繰越金は、平成23年度からの繰越金の科目存置です。

　13ページをお開きください。歳出になります。

　総務費の一般管理費は、昨年に比べ3,571万5,000円の大幅な減ですが、歳入でご説明したように、職員人件費を一般会計に移したことによるものです。

　その他システム保守点検委託料や使用料等を見込むものです。

　次の賦課徴収費は前年同様に見込むものです。

　14ページをごらんください。介護認定審査会費243万3,000円の減は、委員の報酬を一般会計に移したことによるもので、次の認定審査等費は例年同様に見込み、次の介護保険運営協議会費36万1,000円の減は、委員報酬を一般会計に移したことによるものです。

　15ページをお開きください。中段でございます。保険給付費では居宅・施設介護サービス等給付費６億1,560万7,000円は、前年度に比べ4,334万1,000円、7.6％の増で、説明欄にあるそれぞれの事業について、前年実績を反映して計画給付費用を見込んだものです。

　説明欄の事業のうち、中ほどの施設介護サービス給付費４億2,840万円は、介護老人福祉施設等に対する給付費で、給付費全体の約７割を占めております。

　16ページをごらんください。次の介護予防サービス等給付費1,659万5,000円は、対象は要支援１、２の方で、説明欄の介護予防サービス給付を始め、各サービスの給付費について実績見込みでございます。

　審査支払手数料は、国保連合会への保険給付審査事務委託料でございます。

　次の高額介護サービス等費1,500万円は、介護サービスを利用した要支援者が、１カ月間に支払った利用者負担が一定の上限を超えたときに払い戻しをされる制度で、前年の内容で見込むものです。

　17ページをお開きください。次の高額医療合算介護サービス等費300万円は、同一世帯における介護と医療の自己負担を合算して年間で限度額を超えた額を、負担額に応じ払い戻す制度で、実績見込みでございます。

　次の町特別給付費711万4,000円は、介護認定等で要介護以上の方を対象とした配食サービス事業で、前年と同様に見込むものです。

　次の特定入所者介護サービス等費4,200万円は、低所得の要介護者が施設サービスや短期入所サービスを利用した場合、食費及び居住費について、基準費用額と負担限度額の差を補足給付として支給するもので、説明欄のそれぞれのサービスを実績により見込むものです。

　18ページをごらんください。次の地域支援事業費は、要介護認定を受けていない方の基本チェックリストによる介護予防プログラムの必要があると判断された方を対象とする事業で、介護予防・日常生活支援総合事業は、市町村の主体性を重視し、多様なマンパワーあるいは社会資本の活用等を図りながら、要支援者を含め二次予防者に対し、介護予防や配食、見守り等の生活支援サービスを、市町村の判断により総合的に提供ができる事業で、要支援者と二次予防者への配食サービスを町福祉協議会への委託で実施する費用を見込み、次の一次予防事業費813万7,000円は主に委託料で、説明欄にある各事業の委託料を前年同様に見込むものです。

　19ページをお開きください。次の包括的支援事業・任意事業費では、介護予防ケアマネジメント事業費から包括的・継続的ケアマネジメント事業費まで、いずれも社会福祉協議会から地域包括支援センターへ派遣をされております看護師、社会福祉士、ケアマネージャー、以上３名分の人件費をそれぞれ見込むものです。

　20ページをごらんください。次の任意事業費530万5,000円は、主に一般高齢者を対象とした配食サービス事業の委託料を見込むものでございます。

　次の介護給付費準備基金積立金から、21ページ下段の一般会計繰出金まで、それぞれ前年度と同様に見込むものです。

　次の予備費75万4,000円は、財源調整としたものです。

　以上で、議案第22号から議案第24号までの説明を終わります。

○委員長（師岡　伸公君）　以上で議案第22号、議案第23号及び議案第24号の説明は終わりました。

　次に、議案第25号についての説明を求めます。地域整備課長。

○地域整備課長（宮田　昭治君）　議案第25号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計予算について、ご説明を申し上げます。

　７ページをお願いいたします。歳入になります。

　款01の分担金及び負担金の共用施設維持管理負担金610万円の、対前年度比43万円の減につきましては、丹波山村負担金でございまして、新年度は維持修繕の見込み予定がないための減でございます。

　次の下水道使用料1,635万円につきましては、奥多摩処理区下水道使用料で、下水道の接続により315万円の増を見込んでおります。

　次の合併処理浄化槽使用料390万円につきましても、合併処理浄化槽使用料15万円の増を見込んでおります。

　次の下水道手数料につきましては、昨年同様の計上で、次の公共下水道事業補助金４億2,575万6,000円、対前年比5,106万1,000円の増につきましては、奥多摩処理区下水道事業補助金の増を見込んでおり、新年度は大丹波南沢から日向バス停までと、海沢加庭地内の幹線、大氷川地区全域を予定をしております。

　次の浄化槽市町村整備推進事業費補助金68万円につきましては、合併浄化槽２基の整備を予定しております。

　次に、公共下水道事業補助金2,258万7,000円は、対前年比255万2,000円の増で、事業費の増を見込んでおります。

　８ページをお願いいたします。次の浄化槽市町村整備推進事業補助金23万1,000円で、対前年比150万3,000円の減につきましては、合併浄化槽が全町で整備がほぼ終わりまして、新年度からは浄化槽の設置をしていただける世帯につきまして、普及をしていきたいと考えております。

　次の一般会計繰入金３億2,727万7,000円につきましては、事業費の増を見込んでおります。

　次の繰越金、及び、次の預金利子、次の消費税還付金につきましては、前年同様の計上を見込んでおります。

　９ページの下水道債につきましては、510万円増の４億2,610万円を見込んでおります。

　次の10ページをお願いいたします。歳出になります。

　総務費の一般管理費766万6,000円につきましては、前年同様の計上で、26万9,000円の増につきましては、職員給与の調整によるものでございます。

　次の11ページの維持管理費8,456万円につきましては、対前年比685万1,000円の減を計上しております。

　次の12ページをお願いいたします。維持管理費（小河内処理区）、対前年比533万5,000円減の6,417万2,000円を計上し、委託料の減が主なもので、その他につきましては昨年同様の計上でございます。

　13ページをお願いいたします。維持管理費（奥多摩処理区）、対前年度比151万6,000円減の2,038万8,000円を計上し、委託料の見直しによる減となっております。その他につきましては、昨年同様の計上を見込んでおります。

　次の下水道事業費９億5,798万2,000円を計上しております。

　14ページをお願いいたします。下水道事業費（小河内処理区）、対前年度比46万1,000円の減は、職員手当の減以外は昨年同様の計上を見込んでおります。

　次の下水道事業費（奥多摩処理区）、対前年比6,529万4,000円増の９億4,941万6,000円を見込んでおり、下水道工事の増によるもので、新年度は、先ほど歳入でご説明した内容でございます。その他につきましては、昨年同様の計上を予定しております。

16ページをお開きください。次の浄化槽市町村整備推進事業費の浄化槽市町村整備推進事業費の対前年比2,141万円の減につきましては、浄化槽の整備が全町でほぼ完了したということで減を見込んでおります。その他につきましては昨年同様の計上でございます。

　18ページをお開きください。公債費の長期債元金及び長期債利子につきましては、過疎債及び下水道債の償還計画によりまして、3,837万2,000円増の１億6,507万8,000円を見込むものでございます。

　次の予備費につきましては、164万1,000円を予算調整により計上しております。

　次の19ページの給与費明細書につきましては、下水道委員会の報酬費を前年同様を見込んでおり、次の20ページの一般職の給与の明細につきましては、職員４名分で、比較の欄で給料18万8,000円の増、職員手当63万7,000円の減、共済費17万9,000円の増、合計で27万円の減を見込んでおります。

　次の21ページから26ページは職員手当の明細です。後ほどごらんいただきたいと思います。

　最後の27ページをお開きください。町債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書です。

　合計の欄で、前々年度末現在高31億1,958万1,000円、前年度末現在高見込額30億4,605万1,000円、当該年度中起債見込額４億2,610万円、当該年度中元金償還見込額9,763万1,000円、当該年度末現在高見込額33億7,452万円を見込んでおります。

　以上で、議案第25号の説明を終わります。

○委員長（師岡　伸公君）　以上で、議案第25号の説明は終わりました。

　次に、議案第26号についての説明を求めます。病院事務長。

○病院事務長（川村　文雄君）　議案第26号　平成24年度奥多摩町国民健康保険病院事業会計予算についてご説明申し上げます。

　１ページをお開き願います。収益的収入及び支出の実施計画でございます。

　収益的収支につきましては、４億9,000万円で、前年度当初と比較して約0.4％の減額予算となっております。

　収入につきましては、項の１医業収益の１.入院収益見込額２億75万円で、前年度当初より約1.7％の減額です。これにつきましては、１日平均入院患者数を、前年度比１人減の25人を見込んだためでございます。

　なお、１人１日当たり診療単価の見込額は、前年度比540円増の２万2,000円を見込んだものでございます。

　次に、２.外来収益につきましては9,323万1,000円で、前年度より約2.4％の増となっております。訪問看護分を除き１日平均外来患者数は、前年度より3.5人増の60人で、１人１日当たりの診察単価の見込額は、前年度比200円減の6,000円を見込んだものでございます。

　次に、３.その他医業収益につきましては、3,161万5,000円で、前年度より約1.3％減となっておりますが、主に公衆衛生活動収益の検診受診者の減を見込んだものでございます。

　２ページをお願いいたします。医療相談収益、受託検査施設利用収益、その他医業収益につきましては、例年実績のとおりの見込額となっております。

　次に項の２.医業外収益でございますが、１億6,430万4,000円で、前年度より約0.2％の減となっております。

　主な内容につきましては、１.預金利子、２.都支出金、３.他会計補助金につきましては、実績により前年度同額を見込んでおります。

　３ページをお願いいたします。４.患者外給食収益は、前年度同額を見込んでおります。

　次の５.その他医業外収益では、実績により前年度同額を見込んでおります。

　次の項の３.特別利益の10万円につきましては、前年度と同額を見込んでおります。

　４ページをお願いいたします。支出でございますが、項の１.医業費用、全体では４億8,332万9,000円で、前年度当初より約0.3％の減となっております。

　内訳としましては、１.給与費では、２億6,082万4,000円で、前年度より約6.7％の減となっておりますが、内容等につきましては、後ほど13ページの給与費明細書でご説明させていただきます。

　５ページをお願いいたします。法定福利費につきましては、後ほど13ページの給与費明細書でご説明させていただきます。

　次の２.材料費でございますが、5,232万円で、前年度より約0.9％の減となっておりますが、主に薬品費の減額分を見込んだものでございます。

　次に、３.経費でございますが、１億4,155万9,000円で、前年度より約16％の増となっております。

　内容でございますが、福利厚生費から消耗品費につきましては、実績により前年度同様額を見込んでおりますが、次の光熱水費と燃料費につきましては、値上げ分を見込んだものでございます。

　６ページをお願いいたします。食糧費、修繕費、役務費につきましては、前年度同額を見込んでおります。印刷製本費は前年度比39万9,000円の減額です。保険料、賃借料は、それぞれ見直しにより、若干ですが前年度比減額の見込みでございます。

　７ページをお願いいたします。通信運搬費、諸会費、公債費、雑費につきましては、実績により例年同様を見込んでございます。委託費は備考欄記載のとおりですが、昨年度より医師１名分を見込むことによる増額となっております。諸負担金につきましては、車検によるものでございます。

　８ページをお願いいたします。４.減価償却費につきましては、総額で2,767万6,000円で、前年度より227万4,000円の増額を見込むものでございます。

　次の５.資産減耗費の30万円、６の研究研修費の65万円につきましては、前年同額、同様のものを見込むものでございます。

　次に、項の２.医業外費用でございますが、580万2,000円で、前年度より60万8,000円の減額となっておりますが、内容につきましては、１.支払い利息の企業債利息が減額となったものと、２.患者外給食材料費の減額を見込んでおります。

　９ページをお願いいたします。４.消費税、項の３.特別損失につきましては、前年と同様同額を見込むものでございます。

　また、項の４.予備費につきましては、財源調整し計上したものでございます。

　10ページをお願いいたします。資本的収入及び支出についてでございます。

　まず、資本的収入でございますが、町出資金1,000万円を計上しております。例年ですと、１.国庫支出金、２.都支出金につきましては、医療機器購入の補助金として計上しておりますが、３年に一度非該当の年度に当たりますので、平成24年度は国庫支出金、都支出金とも計上しておりません。

　また、建設改良積立金に余裕がないため、町から診療施設整備分として1,000万円の出資金を計上させていただいております。

　主なものとしまして、給湯設備改修工事を予定させていただいております。

　11ページをお願いいたします。資本的支出でございますが、総額で3,700万円になります。前年度より2,107万2,000円の減額となっております。

　内容でございますが、項の１.建設改良費の１.建物及び付帯設備工事費では1,756万5,000円で、備考欄記載のとおりの２つの工事を予定しております。

　次に、２.固定資産購入費でございますが、備品購入費で98万7,000円となっておりますが、備考欄記載のとおり機器類購入を予定しております。医療機械購入費は18万円で検査装置の新規購入を予定しております。

　次の項の２.企業債償還金の1,826万8,000円は、備考欄記載のとおり２種類の償還金の合計でございます。

　なお、資本的収支について、収入が支出額に不足する額の2,700万円につきましては、建設改良積立金に及び過年度損益勘定留保資金にて補てんを行う予定でございます。

　12ページをお願いいたします。資金計画でございますが、表の中央、当年度予算額では、受入資金が５億4,619万5,000円で、支払資金が５億168万7,000円で、差し引き4,450万8,000円となる予定でございます。

　13ページをお願いいたします。給与費の明細書でございます。表の中ほどの比較欄をごらんください。

　全体の職員数は27名で、現在のところ、平成24年度は１名の減となっております。給与費改定等及び減員に伴い、前年度比、給料で325万2,000円の減、手当1,562万1,000円の減、賃金６万円の減、法定福利費では30万7,000円の増、合計で1,862万6,000円の減となっております。

　次の14ページから19ページにつきまして、それぞれの明細書になっておりますが、説明は省略させていただきます。

　次に、20ページから22ページまでは、平成24年度の予定貸借対照表となっております。

　23ページから24ページまでは平成23年度の予定損益計算書、25から27ページまでは23年度の予定貸借対照表となってございます。それぞれの表につきましても、説明は省略させていただきますのでよろしくお願いいたします。

　以上で、議案第26号の説明を終わります。

○委員長（師岡　伸公君）　以上で議案第26号の説明は終わりました。

　お諮りいたします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　ご異議なしと認めます。よって、午前11時５分から再開といたします。

午前10時52分　休憩

午前11時04分　再開

○委員長（師岡　伸公君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　これより、３月13日の本特別委員会第１日及び本日説明を受けた各議案の質疑を行います。

　まず、議案第19号　平成24年度奥多摩町一般会計予算の質疑を行います。

　初めに、歳入の質疑を行います。

　なお、答弁、説明者にお願いをいたします。歳入の質疑でありますが、歳入の項目及び質疑によっては歳出と関連する、または対応する事業が多くありますので、歳出に連動する事業の歳入の説明については、各事業内容等を理解しやすくするために、歳出のページをお示しの上、歳出も含めて一括で答弁、説明をお願いします。

　また、質問をされる委員にお願いいたします。ただいま説明者に理解をしやすい説明をお願いしましたが、説明者が質問内容を十分理解できるよう、１回の質問に対して多くとも３項目、１回の質問に対し、多くとも３項目までとし、答弁漏れのないよう、理解を深めるためにも、ご協力をお願いします。

　なお、ページ数も明示いただければ、さらにわかりやすいかと思います。

　それでは、議案第19号　平成24年度奥多摩町一般会計予算の歳入について、質疑のある委員は挙手願います。

　質疑ございませんか。ございませんがよろしいですか。

（「なし」とよぶものあり）

○委員長（酒井　正利君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第19号の歳入についての質疑を終結します。

　次に、議案第19号の歳出についての質疑を行います。歳出は一部を除き款ごとに行います。

初めに、款の１議会費、款の２総務費について質疑を行います。６番村木征一委員。

○６番（村木　征一君）　１点だけちょっとお聞きをしたいと思います。

　51ページの長畑住宅の解体工事というのがあるんですけれども、私の理解では、教員住宅の横にある小さな建物の解体かなというふうに思うんですけども、そういう理解でよろしいのか、お聞きをいたします。

○委員長（師岡　伸公君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　村木委員のご質問にお答えします。

　そのとおりでございます。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑ございますか。３番高橋邦男委員。

○３番（高橋　邦男君）　56ページなんですけども、総務費の交通安全対策費のところなんですが、ちょっと見てください。一番右の説明のところで、交通安全協会の支部への補助金が９万円ということで予算づけされています。自分もかつては安協の方に属したことがあるんですが、やっぱり支部の活動というのは、春・秋の交通安全週間の街頭指導を始め、いろんな講習会、それからの近隣で葬式等があった場合に出動するということで、結構幅広く活動されています。それから、防災とか防犯体制の充実を図るということとともに、交通安全の体制づくり、そういうことを考えると、支部へもう少し予算づけをしていただければありがたいなというふうに思っています。ひとつよろしくお願いします。

○委員長（師岡　伸公君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　それでは、３番高橋委員のご質問にお答えを申し上げます。

　予算書には青梅交通安全協会の補助金、それから支部活動補助金、それぞれ80万4,000円、それから、支部につきましては３支部ございますので、１支部当たり３万円という計算で９万円、合計89万4,000円を青梅交通安全協会の方に一括して補助をしております。

　現在、青梅交通安全協会は、青梅市、奥多摩町を含めまして15支部ございます。こちらに一定の計算によりまして補助をしているところでございますが、青梅市につきましても支部の補助金については１支部３万円という計算で、奥多摩を除く12支部につきまして36万円、奥多摩町から支部につきましては３万円という約束事で支払っております。

　また、この安全協会の補助金につきましては、80万4,000円を支払っているわけですが、これは青梅交通安全協会が一括して集めた後、支部に対しまして支部活動による交付金ということで、再度流れているという形になっております。これにつきましては、確かに委員がおっしゃるとおり、支部に入る金額的には少ないというお話も前々からございます。ただ、これにつきましては、青梅市とも調整をしなければならないという部分がございますので、今後ご意見を聞きながら、さらに青梅市とも調整しながら検討していきたいと思いますので、ご理解をお願いいたします。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑ございませんか。12番前田悦男委員。

○12番（前田　悦男君）　51ページなんですけども、長畑の、公有財産購入費で、教員住宅を購入するわけですけども、説明があったかもしれませんが、ちょっと聞き逃しまして。

　これを購入して、目的といいますか、これを少しリニューアルして町民の方に使っていただくとか、いろんな方法があると思うんですけど、それの考え方といいますか、どういう形で活用していくのかということです。

　それからもう一点、バス路線維持対策費補助金、バスは毎年多額なこういう形で補助金を出して運行しております。いろんな形で、各病院、それからいろんな保健の施設で町内をくまなく、ある程度そういうサービス的なことが非常に充実してきている反面、バスを利用する方が減ってきている。また、タクシーもここで４月から打ち切られる、いろんな形で住民の足の確保という形で、これを含めて今後の考え方、そして、バスは停留所からまたかなり歩いて自宅まで戻らなければならないという非常に不便な面もあります。そこら辺も含めて、町の今後の対策といいますか、考え方もお願いいたします。以上です。

○委員長（師岡　伸公君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　初めに長畑の教員住宅ですけれども、昭和50年に建設をされて、総２階建ての鉄筋コンクリートの住宅でございます。部屋につきましては５部屋ございまして、単身者用が１棟、それと世帯用が４棟ということです。

　この400万円の予算につきましては、東京都の教育庁から、今現在、古里小に勤務をされている教員の方が、この３月に定年退職になると。加えて、今、奥多摩財団の職員に採用した２名の方が住まわれております。そのようなこともあって、土地は町のものでございますけれども、「この際、残存価格400万円で町の方に売ってもいいよ」ということでお話がございました。そのために、今後の活用はさらに検討してまいりますけれども、当面この２名の財団の職員も居住しておりますし、そのような形で活用を図ってまいりたいというふうに考えております。

　あと、タクシー、バス路線の件でございますけれども、いろいろとバス会社も努力はしておりますけれども、やはり住民皆さんの活用が少ないということで、加えてここ２、３年は、３.11のときには若干影響を受けましたけれども、奥多摩駅の乗降客が大分増えてきたということで、バスの利用者も増えてきております。一頃7,000万円ぐらいの年間赤字補てんをしておりましたけれども、現在では5,000万円ぐらいまで、その関係で圧縮ができております。

　また今、委員から、医療サービスあるいはバス停まで遠い住民の高齢者の方をどうされるのかというお話がございましたけれども、この部分は、町でも今後どのような対応をしていこうかということで検討しております。ですから、例えば、ワゴン車２台で社協が病院に送り迎えをしていますけれども、これをもう少し拡充をして、買い物をされる方等も便利に利用できるような形で工夫ができないか、今後、検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解いただきたいと存じます。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑ございませんか。４番原島幸次委員。

○４番（原島　幸次君）　51ページの委託料の関係で、司法書士委託料1,000万円という大分大きな額なんですが、私もちょっと勘違い、よくわからないもので、どんなところをやるのか、どんなところを登記するのか、ちょっと細かく教えていただければありがたいなと思います。

○委員長（師岡　伸公君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　この司法書士への1,000万円につきましては、一般質問にもございましたけれども、99カ年の古里地域の地上権の期限が２年前に切れまして、今、それぞれの地権者、当初は340名ぐらいで明治34年に始まったんですけれども、今現在では、全国各地にその権利者が自分が権利を持っていることも知らずに、3,000名ぐらいに上るだろうということで、中には大丹波の方で、その権利者がアメリカに住んでいまして、町長からお答えしましたけれども、アメリカにエアメールで、この抹消登記をするのに承諾書と印鑑証明をくださいということで、皆様にお願い文を出しております。

　この抹消登記をするには、裁判所への手続も含めて、揃い次第、登記所に抹消登記を行う作業、また費用、それと今現在、この司法書士協会、８名の先生に、手分けで抹消登記が早期にできるようお願いしております。このような関連費用は、昨年は500万円計上しておりましたけれども、今年はちょっと速度を速めようということで、倍の1,000万円を計上しております。

　期間につきましては、できましたら、平成25年度、26年度あたりで、58筆、581町歩の地上権をすべて抹消しまして、登記簿をきれいにしたいというふうに考えております。

○４番（原島　幸次君）　ありがとうございました。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑はございませんか。よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　それでは質疑なしと認めます。以上で、款の１議会費、款の２総務費の質疑を終結いたします。

　次に、款の３民生費、款の４衛生費について質疑を行います。６番村木征一委員。

○６番（村木　征一君）　１点教えていただきたいと思います。87ページございます。

　負担金・補助及び交付金の中で、高校生等の通学援助事業というのがあるんですけれども、これはおそらく、公立高校あるいは私立高校も同じ扱いをするんだろうというふうに思いますけれども、その点がどうなのか。

　それから、高校生等というふうになっているんですけども、これは中学生も入るんじゃないかというふうに思うんですけども、そういう考えでいいのか、ちょっと教えていただきたいと思います。

○委員長（師岡　伸公君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　６番村木委員のご質問にお答えをいたします。

　まず１点目の、高校生は公立か私立かということなんですけれども、これにつきましては、高校生すべてを対象にしているということでご理解をいただきたいと思います。

　これは「等」というのは、中学生はあくまでも義務教育でございますので、町内に小学校、中学校が義務教育の学校としてございますので、そちらに行っていただくということで、中学生は含まれておりませんので、ご理解をいただきたいと思います。以上でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑はありませんか。９番須崎　眞委員。

○９番（須崎　　眞君）　100ページでございます。遠隔予防医療相談事業なんですけど、今13カ所で150人ぐらい行なっているということです。その利用と効果、あとどのような内容が主にされているのか。また今後、13カ所じゃなく、もう少し増やしていく計画はあるのか、ちょっとお聞かせください。

○委員長（師岡　伸公君）　福祉保健課長。

○福祉保健課長（若菜　伸一君）　９番須崎員のご質問にお答えをいたします。

　この遠隔予防医療相談事業でございますけれども、慶応大学と共同して実施をしている事業でございまして、平成23年度に場所を増やしまして、現在13カ所で実施をしております。

　ご案内のとおり、現在、150名ほどに人員が増えたということで、参加者にアンケートをとらせていただいて、非常に健康の自己管理の意識が高まったというのが最大の利点でございまして、例えば味噌汁の味噌を薄くした、あるいは飲む回数を少なくした、あるいは10時、３時のお茶うけは漬物をやめたということで、そういった食生活の改善に対する意識が高まって、それに伴いまして血圧が下降したということで、そういった効果が出ているという状況でございます。

　今後、まだこの事業も、まだまだ拡大をしたいところではあるんですけれども、事業費がかかるということが一つ。それと、現在、慶応大学との共同事業ということで、慶応大学のフィールドとして私どもの地域を利用しているということで、慶応大学とのその辺のすり合わせをしなければいけないこと。また、東北地方を始め過疎地域で、現在この遠隔予防医療に関する関心は大変高まっておりまして、東北でも慶応大学が参入をしているという状況の中で、私どもとして今後何ができるかというのは、また今月、慶応大学の先生がお見えになりますけれども、今後につきまして検討していきたいと思っております。

　内容についても、現在、コンシェルジュという方がいらっしゃいまして、医療と健康の各種相談をするという方が直接お話をする機会と合わせまして、月に１度程度ですけれども、医師が直接15分程度、ご本人とお話をするという機会も設けております。通常の病院に行きますとなかなかお話ができない方も、テレビ電話を通してお話しすると、自分の思いが緊張しないで話せるということで、そういった意味でも効果が出ておりますし、あと、誘い合って生活館に来られるということで、その地域のコミュニティーをしっかり醸成ができるということで、あの人はどうしたんだろうとか、あの人は今日来てないけれども心配だというふうなことも含めて、地域のコミュニティーの一助にもなっているというふうに理解しております。よろしくお願いいたします。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑はございませんか。よろしいですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、款の３民生費、款の４衛生費の質疑を終結します。

　次に款の６農林水産業費、款の７商工費、款の８土木費、繰り返します。款の６農林水産業費、款の７商工費、款の８土木費について質疑を行います。５番杉村良一委員。

○５番（杉村　良一君）　134ページの観光施設整備事業にある鳩の巣荘に関して２点ばかりお伺いしたいと思います。

　まず最初に、１点目ですけども、この平成24年度の予算に鳩の巣荘の解体撤去工事が予算化されておりますけれども、またさらに、平成25年以降は本体工事の予算が計画されていると思いますけれども、特に、本体工事に関しましては多大な経費がかかるわけでございますけれども、できれば町の活性化のためにも、地元の業者が積極的に参加できるような、そういう形にしていただきたいというのが１点と、２点目は、現在、鳩の巣荘は指定管理者制度になっておりますけれども、その関係で第三セクターが運営管理されておりますけれども、新設の改築後の鳩の巣荘の運営管理につきましては、どのようなお考えなのか。ちょっと先のお話で恐縮でございますけれども、お伺いいたします。以上でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　杉村委員のご質問にお答えします。

　ご質問の内容が指名業者だとか、指定管理者の内容でございますので、私の方から説明、考えを申し上げます。

　初めに、１点目の鳩の巣荘の建設に伴う地元業者の入札の参加についてでありますけれども、町では町内業者の育成を最優先に考えております。これは、雇用の場の少ない当町にあって、多くの土建屋さんがありますけれども、そこで住民の方が多く働いております。そんなことから、町内業者の育成を最優先に考えているということでございます。

　この関係から、工事の入札につきましては一般競争入札ではなく指名競争入札によります。このため、町内業者の方々にも当然入札に参加いただくという考えでございます。

　それと、２点目の指定管理者ですけれども、町の考えとしましては、引き続き第三セクターに随契をしてお願いしたいと。

　この理由は、現に第三セクターは氷川キャンプ場、川井キャンプ場、もえぎの湯、町の大きな観光集客施設の指定管理者になっておりまして、こんな関係からリニューアルする鳩の巣荘につきましては、これらの関連施設で大いにＰＲをして、鳩の巣荘に１人でも多くの観光客を誘致したいということで、第三セクターであれば、これらの大型な観光施設が連携して、鳩の巣荘に多くのお客を誘導することができますので、そのように考えております。

○５番（杉村　良一君）　ありがとうございました。

○委員長（師岡　伸公君）　１番石田芳英委員。

○１番（石田　芳英君）　１番石田でございます。３項目ばかりご質問させていただきたいと思います。

　まず１点ですけれども、118ページの山村振興事業費の中の15の工事請負費、体験農園ラウベ整備工事で3,000万円ほど予算計上されるということでございますけども、これ、３棟に関する追加工事ということでございますけども、今までの使用実績とか、あるいはこの3,000万円の整備状況について、簡単で結構ですけれども、教えていただければというふうに思います。

　２点目ですけれども、122ページから123ページの森林再生事業と花粉症対策事業につきまして、122ページでは１億9,500万円ほど計上されておりまして、花粉症発生源対策事業費は約１億5,600万円計上されておりますけれども、私の記憶するところでは、多摩の森再生事業は平成14年度から約９年間経過をしておりまして、また花粉症対策事業は平成18年度から約５年ほど経過しておりますが、間伐枝打ちの実施面積も増加して、街道沿いも大変景観等の改善にも役立っているのかな、というふうに思われます。

　で、この事業を推進するに当たっては、森林所有者の協力が欠かせないと思いますけれども、だんだん実施面積等が限られてきておおりますので、今後も山林所有者の申し込みが多くなるように、そのＰＲとか、あるいは事業を行なった業者とか地主さんへの感謝状みたいなことを行って、その啓発活動とかモチベーションの向上等を図ってはいかがかなというに思っております。

　第３点目でございますけども、先ほど、杉村委員よりご質問があった134ページでございますけれども、鳩の巣荘の建て替え工事、今回、約9,900万円を計上されて、その主なものが建て替えの解体工事費と設計委託費とのことでございます。

　定例会初日の町長の施政方針演説の中で、この鳩の巣荘の建て替え計画の実施が強く表明されており、今回、この予算は初年度になるかと思いますけれども、一方、施政方針演説の中に、「身の丈に合った健全な財政運営」もうたわれており、「簡素で効率的な町政運営を行う」との言葉もありました。これは第４期長期総合計画の中の第５章「自立してともに生きるまちづくり」の中の文言であります。私も当時、第４期長期総合計画の奥多摩町まちづくり住民計画委員会の行財政部会の一委員として議論に参加させていただきました。この言葉は、当時の行財政部会メンバーの議論の中、そして、思いの中から生まれてきたものだと思っております。そこで私は、「身の丈に合った健全な財政運営」とは、予算の意思決定が将来財政も含めた財政に対しての健全性を求めていると解釈しております。

　そこで、この「身の丈に合った健全な財政運営」の意味するところと、今回の鳩の巣荘建て替え計画との間で、果たして整合性が図られているかどうかという点の、その見解についてご質問いたしたいと思います。

　以上３点、よろしくお願いいたします。

○委員長（師岡　伸公君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、私の方から、石田委員に対する３項目あります部分からご質問にお答えさせていただきます。

　まず最初に、体験農園のラウベの建築関係でございますが、体験農園ができましてから既に６年を迎えるわけですけども、現在、ラウベが10棟ございます。このラウベにつきましては平成18年から、開園当初から、すべてご利用されているということでございます。

　今回、その農園に隣接する場所に所有している地主さんが、「隣接していますし面積もありますので、何とかご利用を」というようなこともありましたし、町の方でも10棟絶えずふさがっていますので、何とか増やせないかなという部分を考えておりまして、今回、マッチングしたということで、３棟増やす予定でございます。

　したがいまして、実績につきましては、現在、ここで４月から利用者も募集しまして、その結果も出ておりますけども、平成24年につきましても10棟のご利用者がいるということ。

　それと今回は、この間面接を行ったわけですけども、残念ながら次点という方もございます。その方には、平成24年度で３棟増設をしますので、その時に応募される意思があるかどうかという確認もしております。その方も、今回落選しましても、また再度応募しますし、使いたいというようなご意思もありますので、十分３棟増築しても利用をされるのかなと思っております。

　それと、この３棟ですが、基本的には現在と同じ規模、１区画が270平米。それに「ラウベ」、日本語でいうと「小屋」というような形なんですけれども、その建物を付けての１区画を考えております。

　それと２点目、再生事業と花粉症の関係ですが、現在、この森林再生事業と花粉症発生源対策事業、いわゆる枝打ちございますが、行われていますのは奥多摩町と青梅市、檜原村、日の出町、あきる野市、八王子市というところでございます。その中で、森林再生事務局を持って、森林再生の関係ですけども、行っているのは当町だけであるということでございます。

　全体的に、東京都で年間に示す面積が800ヘクタールぐらい示されているわけですけれども、それの大体半分は奥多摩町の割り当てになっているということで、実際に、平成23年度も380ヘクタールが奥多摩町の割り当てになっておりまして、金額的にも、これは平成24年度予算ですけども、大体同じくらいの金額が来ております。

　先ほど申しましたように、森林再生事務局を設けて一生懸命取り組んでいるのは当町だけであるということは、ご理解いただきたいと思います。

　また、ご質問の中で、平成14年から確かに始まっておりますし、花粉症対策も平成18年から始まっております。そのような形で、今一生懸命取り組んでおりまして、最近は、規模の１筆の面積の縮小等いろいろ理由はございますけども、200ヘクタールぐらい年間実績がございます。既に平成22年度までに2,400ヘクタール、森林再生は行っております。あと２年しますと、この森林再生事業につきましては、後期分、いわゆる２回転目に入ってきますので、そのころになると、また、所有者のご理解をいただかないといけないんですが、またヘクタール数は増えるのかなと考えております。

　それと花粉症対策につきましても、三百何十ヘクタールですか、既に済んでいますし、このところ毎年90ヘクタール、これは森林再生事業を行った面積の３割を枝打ちするという原則がございますので、そういう形で行っていますけども、今年も86ヘクタールぐらいという形で実績できております。あと４ヘクタールの問題があるんですけども、これにつきましては、既に過去に行った森林再生事業の大半を終わってしまったり、あと所有者の方が枝打ちは要らないよという部分もございますので、この86ヘクタールぐらいの実績で今年度は終わってしまうという形はございます。

　それと、３点目の鳩の巣荘の関係ですが、将来的財政の部分でございますけども、この鳩の巣荘の建て替えにつきましては、既に昨年、平成22年度に基本構想が出ておりますし、その中で、その中というかそれ以降も含めて、町長が常々申していると思いますが、財政的な目あてが立ったということでございますので、それで建て替えに向けて進んでいるということでございます。当然、大きなお金がかかりますので、その財政的な予定が立たなければ建て替えられないということでございますので、その辺も含めますと、将来的なものを含めて予定が立っているからやるということでございますので、ご理解をいただければと思います。以上でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　企画財政課長。

○企画財政課長（加藤　一美君）　石田委員の３点目は、私にとっても財政運営をする課長でございますので、非常に気になりますので、私の方から一言言わせていただきます。

　鳩の巣荘のリニューアルに重ねて、なぜ身の丈に合っていないのかって言われるのが私には理解ができません。身の丈に合った行財政運営っていうのは、小さな自治体であるからこそ、財源がないからこそ、努力をして、汗をかいて、国や都から多くの支援をもらうというのも、これも身の丈に合った行財政の一部ですから、そういうご理解を今後ともお願いしたいと申し上げます。

○委員長（師岡　伸公君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　すみません、ご質問の内容でちょっと落ちていましたので、再度ご答弁させていただきます。

　森林再生事業のＰＲにつきましては、先ほど申しましたように、事務局を設けているのはうちだけであるということで、その辺は一番力を入れているという部分でございますし、ＰＲについても、いろんな意味でふれあい祭りの中とか、あと出張とか、個々に所有者を調べて直接当たってということで、ＰＲは十分できていると感じております。

　それと、感謝状云々というお言葉がありましたけども、感謝状については、これはあくまで都の事業という形、それを受託しているという部分でございますので、町から感謝状ということは考えておりません。以上でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　町長。

○町長（河村　文夫君）　石田委員のご質問なんですけれども、私の方から補足をさせていただきます。

　物の考え方が、どうも私にはちょっと理解できません。それは２点ございまして、森林再生あるいは花粉症対策というのは、東京都自身が非常に山が荒れている、あるいは花粉症の人たちがたくさんいるということで、10分の10の事業で東京都で予算化をしていただいた部分でございます。特に、山の手入れをするということは、山林の地主の皆様方には、ほとんどの山の手入れをしない状況の中で、治山の問題、災害等の問題を含めて、そういう10分の10の事業が行われてきたということでございます。

　そういう点では、さっき観光産業課長がお話し申し上げましたように、町としては非常にいいことなので、その東京都の財源を使って町の山を、あるいは治山治水等を含めて実行していこうということで、事務局を立ち上げて当初から対応してまいりました。そういう点では、地主さんのご理解を得ないとこの事業はできないわけでございますから、専属の職員を張りつけて、地主の皆様方にご理解をいただけるように努力をしてきているということでございます。

　また、山主さんにとりましても、自分のところで手入れを本来すべきものを、東京都の10分の10を使ってできるわけですから、決して悪いことではないというふうに私は思っております。地主さんにとっても非常に利があることであって、それを感謝状を出してという発想そのものが、何でそういう発想が出てくるのが私には全く理解ができません。地主さんに利があり、また、地域の人あるいは住民にとっても利がある、そういううまくメリット、デメリットがかみ合った事業、こんな事業を、その地主さんに感謝状を出すなんていう発想をしたら、これは、私自身が東京都へ行ってそんな話ししたら笑われます。是非そういう発想ではなくて違う発想から、町のいろんな部分についてのご意見、ご議論をしてほしいというふうに思います。

　それから、鳩の巣荘の問題でございますけれども、これも今、各課長からお話を申し上げました。先ほど初年度になるというお話がありましたけれども、今回の予算特別委員会の冒頭でも、私は、この問題についてお話をしております。昭和30年に１町２村が合併をして観光立町を標榜し、かつ、その観光の事業の一環として、町のシンボルとして、鳩の巣荘は昭和35年に建設をされ、また観光荘、思源荘もその部分として実行し、それがしいては当時なかった民宿等の設立に至ったという点でございます。

　したがいまして、鳩の巣の地域に、一心亭であり鳩和荘という宿泊施設がなくなってしまい、かつ、国民宿舎鳩の巣荘が老朽化をしてきたという点で、この老朽化の施設をどうしようかということを平成22年度の一般会計予算の中で議決をしていただきまして、その基本構想の調査を行いました。その基本構想の調査を行った結果、アンケートを取りまして、そのリニューアルによって、従来から利用している人たちが、また利用してほしいという結果が出ました。

　特別委員会の冒頭にも申し上げましたけれども、新しくなった議員さんもいますけれども、そうではなくて、従来から議員さんを継続している方々には、その調査費の計上についても賛成をいただき、決定をいただき、実行してきていると。また、それに継続いたしまして、平成23年度におきましては、その結果に基づいて基本計画をつくるという予算についても議決をいただいております。

　そのようにして一つひとつ手続をしてきた部分について、どうもまだ勉強不足のようでございまして、しっかりと勉強して、その部分についての議論をしてほしいなというふうに私は思います。

　また、財源の問題を言っておりますけれども、財源につきましても、当初から数年をかけて東京都の幹部の皆様に現地に来ていただき、町の活性化のためには、このシンボルである鳩の巣荘を、何年かかけて建設をしていきたい、そういう理解をもらいながら、私は進めてきております。

　したがいまして、今年度は、その第３年度に当たりまして、実施設計と解体工事を実行していきたいという予算を計上をさせていただいております。

　したがいまして、今回、この予算の中の議論で、反対であればはっきりと反対というふうにしてほしいというふうに思います。片方では、議会の中で賛成をしておきながら、議会の外では反対だというのは、少し筋が違う。また、そのような政治姿勢をとること自身が、町会議員として、私はどうかというふうに思っております。

　今後は来年度、再来年度にわたりまして、東京都と十分財源手当てを積み上げながら、この鳩の巣荘のモデル事業を実行してまいりたいという強い思いでございます。

○委員長（師岡　伸公君）　お諮りします。会議の途中ではありますが、ここで休憩にしたいと思いますがご異議ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　ご異議なしと認めます。よって、午後１時から再開といたします。

午前11時49分　休憩

午後１時00分　再開

○委員長（師岡　伸公君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　議案第19号歳出、款の６農林水産事業費、款の７商工費、款の８土木費について質疑を行います。質疑ありませんか。６番村木征一委員。

○６番（村木　征一君）　村木でございます。何点か教えていただきたいと思います。

　113ページ、この委託料の内容でございますけれども、これは害獣の駆除の委託料だと思うんですけれども、緊急捕獲の委託料、それから市町村捕獲の委託料と２つあるわけですけれども、緊急の方は、もちろんこの緊急時の委託料、猟友会に委託じゃないかと思うんですけれども、それから市町村捕獲委託料は、平常的に行なっている駆除の委託料だと思うんですけれども、その内容をちょっと教えていただきたいと思います。

　それから、次ページの一番上段にありますシカの被害対策の委託料、この内容を教えていただきたいと思います。

　それからもう１点、134ページ、もえぎの湯のチップボイラーの運用費負担金ですけれども、この内容と、これはどこに負担金をお支払いするのか、その内容をちょっと教えていただきたいと思います。以上です。

○委員長（師岡　伸公君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　６番村木委員のご質問にお答えいたします。

　まず、113ページの委託料の関係ですが、緊急捕獲委託料、これについては、特に水源涵養林の中で捕獲するものでございます。年間の契約回数につきましては28回という形で契約をいたします。

　それと市町村の捕獲委託料、これにつきましては、水源涵養林につきましては、いわゆる山の奥の方の部分という形でございますが、市町村捕獲委託料につきましては、人家周辺という想定で行っております。これにつきましては45回を予定しているということでございます。

　それと、その下の農作物の獣害防止対策事業委託料、警戒システムの関係なんですが、これにつきましてはサルの発信機、一度捕獲しましたサルに発信機をつけまして、サルが近づいてきた場合に、その発信機の電波の状況、受信状況を頼りに、サルを山の方に追い払うというような形のものでございます。これにつきましては、業者委託という形になります。

　それと、その下の追い払い、これにつきましては、住民の方から「サルが出たよ」というふうな通報を受けた場合に、そのサルを追い払いに行くものでございますが、年間の契約日数では162日になっております。

　それと、その下のシカ被害対策委託料、これは雲取山へ水源涵養と国立公園の特別地域、特に水源涵養という部分なんですけども、捕獲に行く場合に、委員ご存じのとおり雲取山までですとちょっと時間かかるということで、水道局からヘリコプター代ということでいただいております。これにつきましては、年間５回分ということで、１回が10往復という形でいただいている部分でございます。これにつきましては年度末に精算をいたしまして、実績でいただくという形でございます。

　この委託につきましては、緊急捕獲委託料、市町村捕獲委託料、それとサルの追い払い、これにつきまして町の猟友会にお願いしてございます。

　それと134ページの部分でございますが、これにつきましては、平成23年度で、もえぎの湯に木質チップボイラーを設置したわけですが、本格稼働が４月１日からとなります。実際には、この３月のお彼岸明けから稼働させますけども、そのときに、４月以降、チップの購入先は東京都の農林水産財団から購入を予定しておりますが、現在使っています灯油ボイラーの灯油との価格差が大きくなってしまった場合に、その調整分という形で考えているものでございますが、現在の灯油価格と、この試運転、実際に試運転を２月に２、３日行ったんですけれども、そのときの財団からの購入価格を考えますと、この調整分としての運用費負担は要らないのかなと考えております。ただ今後、また原油価格等の変動によりまして灯油価格が高くなってしまった場合には、調整分として考えなければいけないと思うんですけれども、現時点では大丈夫ということでございます。

　もう１点、現在の段階では、本当に木質チップの方が安く上がるということです。あくまでこれは積算上の問題なんですけども、現時点の灯油価格の差でしたら、今の灯油を使うより300万円ぐらい安くなると。ただ、その中で、もえぎの湯を運営しています奥多摩総合開発にチップの運搬等も行ってもらいますので、そこいらを考えますと、その差が縮小してくるというような形になっています。以上でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　４番原島幸次委員。

○４番（原島　幸次君）　１つお聞きしたいんですが、134ページの13の委託料の関係で、氷川キャンプ場バーベキュー施設設計委託料というのがありますが、現在、バーベキューハウスが２カ所あります。新しくつくるのか、あるいはそれを撤去して、古くなったからそこへ新設するのか、それで、キャンプへ来るお客さんも大勢呼ぼうという考えなのか、ちょっとその辺をお聞きしたいなと思いますので、よろしくお願いします。以上です。

○委員長（師岡　伸公君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　４番原島委員のご質問にお答えいたします。

　これにつきましては、新設という形でございます。

　場所につきましては、旧の小峰建設さんの建物を町の方で買収いたしましたけれども、その１段下に考えております。

　この理由につきましては、現在のバーベキュー施設がございますが、これにつきましては、雨の日とかはバーベキューを河原でやっている人が、雨が降りますと当然できないわけなんですけども、現在ある施設ででは数が足りなくなってしまったということと、比較的最近のお客さんが、屋根の部分を好んで行うというようなこともありますので、バーベキュー施設を新しくつくりまして、利用客のご要望にお応えしていこうというものでございます。以上でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　２番宮野　亨委員。

○２番（宮野　　亨君）　133ページの説明書きのところにございます、中段の辺りにございます奥多摩駅トイレ清掃委託料が、ほかのトイレに比べて若干143万2,000円、ちょっと多くなっているので、ここのご説明をいただければと思います。よろしくお願いいたします。

○委員長（師岡　伸公君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　２番宮野委員のご質問にお答えいたします。

　この奥多摩駅につきましては、町の玄関口ということで、他のトイレに比べますと規模も大きいということ。それと、玄関口ということで、年間の回数が多いということ。特に夏場について、ほとんど毎日、閑散期であります冬場についても、一応契約上は２日に１回ぐらいになっているんですけども、その時の状況を見てやっていただいているというふうなことと、この奥多摩駅につきましては業者委託を行っているわけですけども、そこいらも含めて、汚くなった場合にはその専門的な清掃、通常清掃にプラスして行っていただくというようなことも考えて、ほかに比べると多くなっているというのが実情でございます。以上でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、款の６農林水産業費、款の７商工費、款の８土木費の質疑を終結します。

　次に、款の９消防費、款の10教育費、款の11災害復旧費、款の12公債費、款の13諸支出金、款の14予備費、款の９から14までの質疑を行います。３番高橋邦男委員。

○３番（高橋　邦男君）　消防費、148ページの防災費の部分でちょっとお尋ねします。

　この前の町長の施政方針等でも、自主防災組織、各自治会に設立をということで、推進したいというお話もありました。それから数年前から、自治会連合会の方でも自治会長さんにお話しして、つくっていただきたいという呼びかけもさせていただいたんですね。これを見る限り防災費の中に自主防災組織設立に向けての財政的な支援というのはちょっとなかったももので、その辺を町としてどう考えているか。

　それともう一点、会計とは関係ないんですが、呼び掛ける以上、やっぱりある程度指導も必要かなという気がします。自治会によってはなかなか設立ができない過疎の自治会もあります。ですから、その辺も含めて指導についてもどう考えているかがわかれば、お答えしてほしいと思います。以上です。

○委員長（師岡　伸公君）　総務課長。

○総務課長（原島　　肇君）　それでは、３番高橋委員の自主防災組織の支援についてのご質問にお答えいたします。

　自主防災組織は21自治会に連合会としてお願いをして、各自治会単位で立ち上げていただきたいということでお願いをしてまいりました。去年の震災も踏まえて、自治会でご協力をいただきまして、現在、21自治会のうち11の自治会に立ち上げていただいております。これは、災害が起こったときに自助共助の心構え等々、住民同士で育てていただくためにも、大変必要な組織だと思っております。実際に、自治会では同じ動きをしていながらそれぞれ役割が決まってないということがございますので、是非、今後とも自治会にはお願いをしてまいりたいというふうに思っております。

　それで、自主防災組織に対しての支援なんですが、実は今回、149ページの備品購入費で救出救助用の資機材、これは自主防災組織をつくっていただいた11の自治会に対しまして、この11セットを考えております。これは中身につきましては、４トンの油圧ジャッキですとか、スコップ、万能斧、つるはし、ハンマー、それから900ミリのバール、360ミリのバール等をセットにしたものを、各１組ずつを考えております。

　また、そういう支援につきまして、自主防災組織から今後も必要なものがあれば、そういうご希望を聞きながら、つくっていただいたところに、とりあえずセットをして使っていただくということで、使うに当たりましては防災訓練等々、その自治会に合わせて使っていただければなというふうに思っております。今後とも継続をしていきたいと思っております。

　また、組織を立ち上げるに当たっての指導でございますが、自治会連合会でお願いした後も、規約のつくり方等、交通防災係の方で指導をしていきます。

　また災害の発生時の動き等について、何かわからないことがあれば、消防署を通じてうちの方からもお願いをしていきたいと思いますので、是非一緒にやっていただければというふうに思っております。よろしくお願いいたします。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑ございませんか。２番宮野　亨委員。

○委員（宮野　　亨君）　171ページの教育文化のところなんですが、右下の方の委託料のところで、国際交流音楽祭委託料で、これ600万円ってなっているんですけども、具体的にわかるところで教えていただければと思いますが、よろしくお願いします。

○委員長（師岡　伸公君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　２番宮野　亨委員のご質問にお答えいたします。

　国際交流音楽祭委託料のご質問でございますけれども、この国際交流音楽祭につきましては、平成23年度で山ふる音楽祭の際にウイーンから音楽家をお招きいたしまして、山のふるさと村での音楽祭の前に、町のＰＲを兼ねて羽村市と大田区で事業を実施いたしました。その後、当日、山のふるさと村で予定されましたコンサートにつきましては、雨で山のふるさと村では中止となり、福祉会館の方で実施をしたところでございます。その際、羽村市の方で、町の中学生と羽村市の中学生、合唱団を編成いたしまして合唱をいたしました。そのときにウイーン市からいらしておりました議長さんが大変感動いたしまして、ウイーン市の方で、毎年音楽祭、合唱祭も含めて実施をしているということで、是非、このすばらしい合唱団をご招待したいというお話がございました。

　その合唱祭につきましては、日本から２団体のみの招待というようなことで、私どもの方でもいろいろ検討いたしまして、やはりそういうところで、町では海外派遣事業等も実施しておりますけれども、やはり中学生、高校生に、さらに羽ばたいて外国で見聞等を広めて羽ばたいていただきたいというようなことから、その合唱祭に参加をしたいという方向の中で、合唱団を組織したいというふうに考えております。

　この委託料につきましては、その合唱団、合唱指導等も含めて、平成23年度の山のふるさと村音楽祭で音楽監督、ナビゲーターとしてご指導いただいた、町出身の岡部武彦さんに指導等を含めてお願いをしながら、また山のふるさと村の音楽祭の中での発表も当然いたしますけれども、ウイーンに行って、やはり外に出ていろんな表現というか、そういうものの勉強もしていただきたいという中で、この予算につきましては20名を構成して、派遣したいということで、指導料あるいは派遣費用等を含んだものの予算でございます。以上でございます。

○２番（宮野　　亨君）　ありがとうございました。大変よくわかりました。ありがとうござました。

○委員長（師岡　伸公君）　５番杉村良一委員。

○５番（杉村　良一君）　今の教育課長のお話が関連するのかもしれませんけど、今の20名というのは、次のページの海外派遣事業補助金という項目で582万円計上されておりますけれども、これと同じことでございますか。あるいは、また別の事業をお考えになっているのか、ご質問します。

○委員長（師岡　伸公君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　５番杉村委員のご質問にお答えいたします。

　ただいまご説明いたしましたウイーンへの派遣につきましては、この国際交流音楽祭委託料の部分でございまして、次のページ、172ページの上段に要求させていただいております海外派遣事業補助金につきましては、平成３年から毎年オーストラリアへ町の中学生を派遣しております。これにつきましては、ホームステイを通じて有意義な活動していただきたいということで、引き続き実施しているものでございます。

　昨年から、このオーストラリアのホームステイ先、いろいろ当初から、平成３年から行っていた地区が大分都市化をして、ホームステイ先等も中国人ですとか、いろいろやはり私どもが当初目的としていた英語の交流というものから外れてきたというようなこともございまして、昨年から、少しそこから中に入った田舎町、そこは白人がすべてホームステイ先として受け入れていただいて、すべて英会話が主流ということなんですけれども、そちらに派遣することといたしておりまして、平成24年度につきましても、引き続き中学生をオーストラリアの方へ派遣をしていきたいというふうに考えている予算でございます。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑はありませんか。３番高橋邦男委員。

○３番（高橋　邦男君）　３番高橋です。184ページなんですが、教育費の中で総合運動場の維持管理費、説明書きのところの下の方になります、区分としては15、登計原のグラウンドの天然芝生化新設工事、ちょっと聞きそびれたことがあったかもしれないので、ちょっとお尋ねしたいんですけども、工事の内容がどこまでかということですね。

　それと、心配しているのはメンテナンス、維持管理がどうなのかなということ。それと、土ぼこり対策ということであれば、そのスプリンクラーの設置ということも考えているのかどうか、その辺のことも含めてひとつお答え願いたいと思います。

○委員長（師岡　伸公君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　３番高橋邦男委員のご質問にお答えいたします。

　グラウンドの天然芝生化の関係でございますけれども、予算内容のご説明をさせていただいたときにお話しさせていただきましたけれども、登計原の運動場、平成５年にオープンして、既に20年近くが経っているということで、かなりグラウンドも荒れてきておりまして、毎年、少し穴が掘れているようなところには補修等をして対応してきてはいたんですけれども、ここで大分ひどくなってきているということ等を考えまして、土壌改良も含めて、すべて実施をしたいということで考えているものでございます。

　実際、グラウンドを当初つくったときに、水はけをよくするようにということで、透水管等も中に入っているんですけども、ちょっとある事業で大型の車が入ったこと等によって、先日、専門の業者に見ていただいたところ、ちょっとそこら辺の役目もしてないのではないかというようなことから、そこら辺の土壌改良も含めてグラウンドの整備をしたいということで考えておりました。

　その中でどのような形で整備をしていくかということで、いろいろ考えていたわけでございますけれども、各学校の校庭の芝生化も今考えております。この芝生化については東京都の方でも推進しておりまして、ヒートアイランド対策、あるいは緑化対策、またけが防止、また芝生の上ですと熱中症等にもなりにくいというような、健康面で非常に効果が出ているということ等もございまして、土壌改良と芝生化等を含めていろいろ検討してまいりました。

　その中で、財源等も考慮しておりましたけれども、振興くじの方で５分の４の助成が受けられるというようなこともございます。

　また、砂ぼこりということでご説明もさせていただきましたけれども、近隣の方等に対しての砂ぼこり対策等も視野に入れながら芝を整備していこう、ということで予算計上をさせていただいているものでございます。

　このグラウンドの芝生化について、4,000平米以上の芝生化をする必要がございます。今考えておりますのは、登計原の総合運動場8,400平方メートルのうち、通常野球でいう内野の部分を除いた6,700平米、これを工事として実施をしたいということで考えております。

　また、維持管理の部分でございますけれども、この事業、工事と合わせまして維持管理費用につきましても都の助成を受け、通常１人で登計原の管理をお願いしているんですけれど、シルバー人材センターの方と契約をして通常１人でお願いしておりまして、それらのことを考えまして、乗用の芝刈機、これも整備したいということ。また、砂ぼこり対策でスプリンクラーはというお話もございましたけども、今、スプリンクラーも含めて一番効果的な散水の方法、これを考えながら整備をしてまいりたいというふうに考えておりますので、ご理解をお願いします。

○委員長（師岡　伸公君）　ほかに質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　質疑なしと認めます。以上で、款の９消防費から款の14予備費までの質疑を終結します。

　以上で、議案第19号の科目ごとの質疑を終結しました。

　お諮りします。本日の会議はこれまでとし、明日３月16日に引き続き会議を再開したいと思いますが、これにご異議はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（師岡　伸公君）　ご異議なしと認めます。よって、明日３月16日午前10時より、予算特別委員会を再開します。

　本日はこれにて散会といたします。ご苦労さまでした。

午後１時29分　散会
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　　　　予算特別委員会委員長

PAGE  

